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齢層について母集団の構成比を反映するよう層化して無作為に選ばれた 20 歳～ 79
歳の男女 81 人が回答。調査方法は個別面接法。実査は 2013 年 10 月～ 11 月に実施。
調査員は５名。
　　⑵ 福山市：岡山市での調査と同様の方法で選ばれた福山市８地点の中から、やはり
岡山市での調査と同様の方法で選ばれた 20 歳～ 79 歳の男女 80 人が回答。実査は















































































































































































































































































































30 代での使用者率が高くても 40・50 代では低くなることが見込まれる。しかし実際には
そうなっていないことを考えると、先に述べたように、地元において「雨じゃない（か）」
から変化した「雨じゃん」である可能性がおおいに考えられる。岡山市も、60・70 代と
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